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ファイルの 話(2)

フ ァ イ ル の 使 用 方 法

ま え が き

前 々号 で は、 フ ァ イル とは何 であ るか とい うこ とに つい て解 説 しま した。

本 号 では続 い て フ ァ イル を いか に した ら利用 す る こ とが で きるか 、 ス ク ラ ッチ フ ァイル、私 用 フ ァイ

ル の使 用 方法 や 使 用 上の 注意 すべ き点 な どを解 説 した い と思 い ます 。

1.ス ク ラ ッチ フ ァイル

OFORTRAN、ALGOLの 実行 時 で のス ク ラ ッチ フ ァイル 方法

多 量 の 中間 デ ータ等 は使 用 可能 な主 記憶 では 不足 するこ とが しば しぼ起 こる ため 、 中間 記憶 媒 体 と

して、磁 気 デ ィス クパ ック を利 用 で きる よ うにな ってい ます の で、 この使 用方 法 につ い て述 べ てみ

ま し ょ う。

利 用 者 の プ ログ ラム中 で、 表1で 示 す論 理 機 番 で読 み書 き し、 該 当 す る制 御 文 を データ とJEND

文 の間 に挿入 す る こ とに よ りス ク ラ ッチ フ ァイル を使 用 で き ます 。 ス ク ラ ッチ フ ァイル は、 ジ ョブ

ス テ ップ内 だけ で意 味 を持 ち、 ジ ョブ ステッ プが 終 了 す れば 消 され る こ とに注 意 す る必 要 が あ りま

す。 表１ で示 され た制 限 を越 えて使 用 しよ うとす るジ ョブは、 制 御文 を シス テ ムが解 釈 した 時 に、

制 御 文 エ ラ ー として処 理 され る ので制 限 を よ く理解 し、 守 らねば な りませ ん。

制 御 文

$X・WORKn(CYL・ ・m,〔,RCDSIZE・ ・k〕

X:FORTRANF

ALGOL,A

鍵:論 理 機 器(整 数)



m:使 用 す る フ ァイル の大 きさ(シ リンダ ー数)。 指定 が な い と10CYL

k:レ コー ドの 大 き$。 指 定 が ない と4024パ イ ト(256語)

iン リ ンダ ー-uaは256語 の レコー ドの場 合 、50コー ドのデ ータが 入 る

使 用例

$NO12ろ456

$QJOB78eGAeoogo,CENTER,B,L-FO9鞭RAN

$FORTRAN

WRITE(1)(A(1),1=1,200)

REWIND3

READ(1)(A(1),1=1,200)

$LIEDRUN

デ ータ

$F.WORK1

$JEND

ス ク ラ ッチファイル を複 数 個使 用 した い利 用 者 は該 当す る制 御 文 を続 け て挿入 す れ ば よい。 但 し、

フ ァイルの使 用 す る合 計 の シ リンダ ー数 は制限 内 に入 ってい な けれ ば な ら ない。

上記 の外 にALGO■ では、GET、PUT用 に

$A.G珍TPUT(CYL==ft〕

な る制 御 文 が あ りGET,PUTを 使 用 す る利 用者 は 制御 文 を上述 の制 御 文 と同 様 に、 デ ー タ と

JEND文 の間 に挿入 し使 用 す る こ とが で きる。 制 限 は 同 じ であ る。

2.私 用 フ ァイル

・ 肇で述 べ たス ク ラ ッチ フ ァイルはジョブ ス テ ップの 中だ げ で有効 であ るが、 ソ ースデ ータ の中間 デ

ータ、 またグログラムを格 納 した りす る ため に は個 入使 用 で きる、 い わゆ る私 用 フ ァイルが必 要 です。

セ ンタ 。では外 部 記憶 装 置 の数 に余 裕 が つ けば、 私 用 フ ァ イルを 自由 に作 成 す る こ とが で き る専 用

の デ ィス ク パ ック装 置 を用意 す る計画 で お ります が、 当 分 の間、 私 用 フ ァ イル を格 納 す る ため に、

私 用 ポ リ甑一 ムの便 宜 がは か られ て お ります。 私 用 ボ リュー ム とい うの は利 用 者 が セ ンタ ー に 自分

の磁 気 テプ また は磁 気 デ ィスクパ ック の保管 を 依頼 してお く もの であ り、必 要 に応 じて、 フ ァイル



を格 納 し、 利 用 で き ます 。

。私 用 ボ リュ ームの 開設 依 頼 方法

私 用 ボ リュ ームは原 則 と して利 用 者 が そ の経 費 を負 担 しセ ン タ ーが 購 入 し、 利用 者 は 私 用 ボ リュ ー

ムを セ ンタ ーに預 け る とい う形 にな ってい ます。 これ は セ ン タ ーの運営 予算 では 多量 の記 憶 媒 体 の

購 入 に は 問題 が あ る点 と、 セ ンタ ーで 保管 す る上 です べ て の私 用 ボ リ ュームが磁 気 テ ー プ等 の大 き

さな どの点 で同 じ もの が望 ま しい とい う所 にあ りますQ

開 設 依頼手 続 きは、 私 用 ボ リュ ーム開 設 申請 書、 磁 気 テ ープ ・磁 気 デ ィス ク パ ック購 入 申込書 に必

要 事 項 を記 入 し、 連 絡 駈、地 区協 を通 じて セ ン タ ーに提 出 す る こ とに よ りな され ます。 セ ンタ ー で

私 用 ボ リュー ムの使 用 を許 可 す る と、 私 用 ボ リュ ーム と登 録 番 号 とい うべ きボ リ ューム通 番 が与 え

られ利用 者 に通 知 され、 以 後 の利 用 は す べ て ボ リュー ム通 番 に よ って な され る こ と とな ります。

。磁 気 テ ープ利 用 方法

磁 気 テ ープ装 置 の数 に限 られ てい るの でい くつか の制 限 が あ ります 。

制 限1:標 準 ジ ョブ の内 、A,Bジ ョブ につ い ては処 理 効 率 の 上 か ら、使 用 で きない もの とし、C

ジ ョブ、特 殊 ジ ョ ブ に つ い て磁 気 テ ー プを使 用 で きる こ とに す るoい つれ の場 合 で も、

同 時 に使 用 で きる数 は1ジ ョブ ステ ップ で5個 以 内 とす る。

制 限2:磁 気 テ ープのか け か え な どでジョブ 処 理 効率 の低 下 は否 め な い の でCジ ョブに つ い ては、

書 込 み可 能 な磁 気 テ ー プ装置 は1個 以 内、読 出 し用 は2個 以 内 とす る。

制 限 ろ:書 込 ん だ フ ァ イルは 同 一 ジ ョブ ステ ップ内 では読 む こ とが で きな い。

磁 気 テ ープに格 納 す る各 種 の情 報 の例 と して、ALGOL,FORTRANの 実行 時 の デ ータを フ ァ

イル と して保 存す るた め の制御 文 にっ い て述 べ て み ま し ょう。

制 御 文

$X.MTnFLNAME=フ ァイル名,VOL・=ボ リューム通 番,CRCDSIZE=・m,

X:FORTRANで はF

ALGOLで はA

n:論 理機 番(整 数11～15)

フ ァイル名:nが 質 と12の ときは読 出す べ きフ ァ イルの フ ァイル 名、15の と きは新 し く作成 す



る フ ァイル に与 え るべ きフ ァイル名 を 書 く。 いず れ の場 合 もQUXxx… ……xの 形

で なけ れば な らな い。

こ こで、XXX… …Xは 英 数 字 と.(ピ リオ ド)の み で作 り2e文 字以 内 とす る。

ボリューム通番:私 用 ボ リューム に与 え られ る登 録 番 号 を書 く。

m:1レコード の大 きさ で省略 す る と1024バ イ ト(256語)で あ る。8の 整数 倍 を指 定

す る こ と。

これ らの制 御 カ ー ドは ス ク ラッ チ フ ァイルの制 御 カ ー ドと同様 、 デ ー タ カ ー ドとJEND丈 の間 に

挿 入 す る もの とす る。

注)1.FORTRANで は、 特 別 の指 定が ない限 り、 バ イナ リーのREADWRITEの 場合(FORMAT

な し)は 壌レコー ト"256語 単 位 で外 部記 憶 に転 送 され る。256語 の 内、 肇語 は制 御 用 に使 用

さ れ るの で、1レ コ ー ド中の 有効 デ ータは255語 である。

例1響 瓢 飽(3)(A(1),1==1,269)と する と2レコードit分 害ljLて転 送 され る。

例2WRITE(1)A,Bは1レ コ ー ドとして転 送 され る。

2読 出す時 は 書 込 んだ数 と同 じ数 の デ ー タを読 まね ば な らな い。

5レ コ ー ドのサ イズ をか え るに は制御 文 のRCDSIZE・ ・XXXXを 指 定するとともにFORTRANの

OPTION文 で、BUFFER・ ・nを 指 定 す る こ とに よ って可能 であ る。 こ こでnを 指 定 す る と

レrr一 ドの サ イズは64Xn語 とな り、RCDSIZE-=64×n×4と 指定 する。省略す るとn=4で ある。

4.FORMAT付 のREAD,WRITE時156バ イ トの レコ ー ドサ イズ とな る。

FORTRAN,ALGOLの 実行 中以外 の磁 気 テ ー プの使 用 は特殊 ジ ョブ にお い て のみ可 能 で す。利

用 者 が使 用 しやす い制 御 文 に つい て は以 後 の広 報速 報 に述 べ る予定 です が、 使 用 を希望 す る利 用者

はセンター または プ ログ ラム相談 員 に 問合 せ て 下 さい。


